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空電雑音の統計的測定結果についてゆ[報)

1. 緒 -=-
Zヨ

十" 1下弘敏 鈴木議弘

災際上は，q沼斜Ei干のw分屯界強度がj切Il月中i血統的K測

定，記録された以外は，他のパラメータは交互に測定さ

最近，空'tlt雑t干の統計的研究はl立界各国で行われ，そ れ，一つのパラメータの測定lこも，必要数の参照レペ

の目的は，空電維汗がイ正記する場合lζ，通信系の示す性 ノレ，ス参照|時間lの変更，測定等のため相当の [1寺問を貸さ

質を訴価し予測しよう.又かような雑tfが{{-{I:する場合 ねばならなかった.従って，異ったパラメータは相互距

lζ対し将米，通信系の設計メ改良する場合の資料を提供 った時聞に測定されたので，一般に，空電量{E高電界のlfil

しよう ，かような目的をもつものである.1951年以来， 一状態κ対応しない.->1主iζ，空電量itffのm分電界強度iHlJ

空宙研究所では長'1'波の周波数帯，特に SOKC，100KC 定値と，他のパラメータとのIlIHc，大雑っぱながら比例l

での空電雑白の統，lI'的測定を行っている.パラメータと 的関聯があるととが分った.ナなわち，相当離れた11寺I/J]

しては，空電寺住吉包絡線の振rllー確率分作j，~~~電~'jH'íの に測定された!日lーパラメータの，相互1ft]の関係が，統計

積分電界強度を測定して米た.しかし，空冠雑音が通信 伊Jな必、味で，それぞれの応分電界強度測定値を媒介して

妨苫の最も有力なものである場合，実際上通信系の示す 結び付けられる.もっと具体的に言えば，空電雑音包絡

性質を一層正0症に『:門前出来るためには，空電純白の一応 線の，尖頭仮rl1分布 (peakamplit山 ledistribution)， 

詳細な性質を知る乙とが必要であると考えられ，新しい パノレス間隔分布 (distributionof the spacing between 

パラメータとして，空電純音包絡線の毎秒あたりのパル pulses) ， パノレス継続[~;II円分布 (d is tribut i on of the pulse 

ス数の測定νペノけζ対する分布，パルス問隔，又ノミ/レス duration)等の諸分布の各々は，統計的な怠昧で，空電

の継続時間等に対する分布を測定する 計画が立てられ 雑古隙分電界強度測定値の項で表式により，又図式的に

た.!i土二年詐り，乙れらのパラメータの測定回路，附属 表現することが出来た.羽IJ定結果の詳細は，装置，観測

回路等の製作に貸し，本年の夏，漸く観測出来る段階lζ 法と共fC以下詳細に述べよう.

至った.すなわち登川において，本年 7月から 8月にか

け10日間， 又9月中の10日間 2固にわたって，空電雑 [. 装 置 と 観測 法

音を周波数 50KC，1 KC帯域巾で測定を行った.周波

数50KCIC選んだl:1Il白は従来， 大体3カ年にわたって， 前官ilK述べた通り ，空電維吉のパラメータを測定する

本周波数での空電雑富の振付1ー確率分布，積分電界強度 場合lζ，用いた装置のプロックダイアグラムを図 1a fζ 

が測定され，一般に{也の周波数に比較し，ZE電の性質が 示す.空電雑蛍の受信月jアンテナlζ，無指向性の， 9 m 

よく 知られている.又新しく求められるデータを既に得 長の垂直アジテナを用い，又 3db 111]の僻域巾 1KCの，

たデータ と比較する上で便利であると考えられたからで 狭帯械受信践を用いた.受信機の出カは，異ったパラメ

ある.もう一つの理由は，新旧併せて五つのパラメ ータ ータの各測定回路の入力fC加えられる.しかし空電雑音

を測定し，その中四つのパラメータは交互に，所要の国 税分電界強度以外のパラメータの場合は，測定の都)Jt，

路接続変更を行って測定せねばならないので，各パラメ それぞれの回路接続に変更せねばならない.m分電界強

ータの測定回数を出来る限り多 くするために， 上に述べ 度の測定κ用いた時定数は80秒である. ζ の記録は期間

たJlil問に，同時に似の周波数まで測定スペクトノレをj広げ 中.ii統的lζなされた.~m雑音包絡線の振rfl ー確率分布

られなし、からである. の測定は，他の処で報告したように(1)， Sullivan式の回

抑々，空電雑音電界は気象，放電機構，Ji!<.電頻!交，伝 絡を用いたが，低確率の測定を可能にするよう，約501白

婿特性等多数因子の結合にしたがう現象であり，従って 感度を憎しである.空電雑省包絡線のパルス間隔分布の

時間的lζ変化し易い， 測定される全パラメータが，同一 測定回路は(2)，新しく製作したものである .乙の回E容は，

の空電雑音電界に対応する ζ とを望む点からは，全パラ 図 1a 1ζ示す通り ，検波回路，第一振巾弁lJlJ回路，形成

メータが同ーの短い[1寺問に測定されることが望ましい. 回路，ファンタストロジ型回路，第二振111弁別回路，又
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1.1・欽InHi¥から成る.主主で，検波I口l銘から形成l!.!l路まで

は， Sullivan式いl路とがl似な働きをなす処である.

すなわち検波回路の 11J力包絡線が第一振 rlJ弁別 l"l~Õの

比般電圧を超える部分K対し，乙れlζ等しい総統l時1[11を

もち，ス一定振rlJの矩形状也ぼXは電話Lを作る処であ

る.同 1bはフ ァγタストロン型回路以降，，Ha数|叶f告を

除いた;i1i分を示す.Il寺11111ζ換算される 6AS6段の，間

j返電圧降下は直線性lζ桜れ，ス時tm的に安定であった.

従って参照時聞に等価』ζ，参照電圧の設定は，予め較正

したぷiζより，第二仮11;弁別回路の比較電圧を調主きして

行うことが出来る . スクリスタノレを用いた 100KC の~{

単発煩器から，100/'secの笠数倍の継続i待相lをもっ周期

的短j彰波を作り，ファンタストロン型回路に加え，広俊iζ
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参照H刻悶の設定か山米るようにしてある.j)l;引U'ililHま陽

極電圧lS0V，SOVの1i¥Jの屯圧降下iζ対し， 1， 10， 100， 

1000， 10，000 milliseconds IL法定しである， ζの回路

の働frlま次の如く行われる.先ずる:照屯起を!:j')-j後巾折F

5]IJ回路の比較也記lζ係る.検波回路出)Jの包給線が比較

電圧をだjえる乙とにより，可変継絞11守1111のグー ト電圧

が，Shaperの出力に発生する，カットオフの 6AS6

段の抑制格チlζグート電圧が加えられ，可変rlJの崎1甘Hζ

等しいだけ，間ぬ'必圧はuH泉的iζ降下し， XuJ:ちに復帰

する.ζの復帰は 6AS6段lζ続くカソー ドホロワーに

より促進される.もし，陽極電圧の降下が， q~二振巾弁

別回路の比較電庄すなわち参照時間を紹えれば，陽短lζ

ADえた部分lζ等しい継続時|廿lのパノレスが発生し，次段の

，2Ax7 '2A、? φ2S0v 

-Z50v 

去ばAx7 を;刊t7

liJ l-b ファンタストロン裂回路及ひ原正比較回路



ダカトロン計数阿路lζ加えられ，測定期InJ'lヨ，上述比'1攻

電圧を，!sえたパノレス数が偵算される.

パルスt:11隔の分Nを測定する場合は，rn-抗~11I弁j}lllロi

路の傾性を;IEにすれば， J二述の閉路を共の依用いる乙と

ができる.

を~維白包絡線が与えられた参照 ν ベ/レを脳え るとき

のパノレス数は， Shaperの出力を，グカトロンj十数回路

lζ直後加えれば，測定時間内のパルス総数は汁数回路に

fl'(}1-されるから，ノ、/レス数と測定時間の比から求められ

る.

実際1:， Shaperの出)Jを共ーの催，グカトロ:/J!・数也|

路11:加えれば，検波回路における検波電圧出力が，中間

周波 30KCの脈動を示し，そのため，屡々余計なパノレス

を加算するので，上述の回路により ，30l'sec 以上のパ

ルスIIH隔をもっパノレス総数を測定した.

UI. 観測結果

(3) 空電雑白ー包絡線のパjレス間隔分イli

(4) 空電雑白ー包絡線のパノレス継続時fltl分イH

(5) 空電何w.包絡線の振けjー確率分布
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前節』ζ述べた通り ，'}~~1在雑â'の続分tli界強度は連続的

lζ記録し，空m純白電界変動の一つの目j克とした.他の

パラメータは， 一つ宛順繰りに測定された上，一つのパ

ラメータの測定も，参照時間1，参照νベノレ等の設定の都

度調11定・時間を1'(すので，それらの測定値が果して，同ー

の笠竜雑白電界lζ対応するか否かを判断せねばならな

い.乙れは常11:，m分電界強度測定値のその期間中の変

化を見て判断した.

(1) 空電の積分電界強度

k述の通り 2向の観測期間中記録された宅電雑古

続分電界強度測定値の結果を，各時刻におげる平均，

upper decile， low紅白cile Iとより，犬々図 2-a，

図 2- b~ζ示す. 図表の縦軸'-J稲分電界強度を d b で表

わし，横軸は一日の時五11を表わす.図 2-a，2-bの

1960年7月から8月の11¥1でー阿，ス 9月r判ζ一回，空電 各々lとおいて，三つの1111線、の中央は，時刻l毎10分間の記

械白の統3十的測定を豊川で行った，測定周波数は50KC， 鉱依の10日1111の平均を友わす.メ上と下の山線は，時刻

1KC の'~f域 11 I とし，期間は各自とも 10日間であった . ぬ10 分 間lの記録値の 10 日 f1r~での upper decile及び

測定したパラメータは次の如くである lowerdecileを犬々表わす.図 2-a， 2ー bの曲線を

(1) 空電雑おの積分電界強度 比較すれば，空電の積分電界強度は， 7- 8月の期間で

(2) 空電雑音包絡線の尖頭振111分布 は 9月の期間より相当高い.特に 7-8月の期間，午後
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1= (土)つ>...，...............，....(1) 

n pu)se rate 

A:毎秒あたり一個のパルスが超える参照

νベノレ

p 直線部分の傾斜

尖頭振rtの測定分布数約80分布lζ対し調べた結果は，

Pは著しい時刻J変化を示さない.又Aは空電雑音の積分

電界強度測定値lζ大体比例するととが分った.表 1は，

ままで
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における最高レベノレは夜間レベルより高い.又 9月の矧

I l~ ， 午後の最高レベノレは夜間レベノレIL達しない. これは

7-8月の期間，近距離空電の発生に原因する.給分強

j支の変動は，最大最少の差は 7-8月の期間大体 35db，

9月の期間約20db，又平均では 7- 8月の期間約15db，

9月の期間約15dbである.

;1 l J:;:i ;:;J 121 11 ;:;~I 

尖頚援巾分布

空電雑音包絡線の尖頭摂巾分布は，;fE電量lt.台の dyna.

mic rangeを大体lIJl(うよう ，参照 Vベノレを幾組か変え，

その都度，毎秒あたりのノ勺レス数を測定して求められ

る.毎秒あたりのパノレス数のζとを， puJse rateあるい

は crossingrateとも云う.図 3fζ尖頭振巾分布の測定

(2) 

1. 31 

昼間，夜間の一部に対し，夫々尖頭振巾測定分布から求

めた Pの平均値を示す.又Pの値の百分率は， 7-8月

の期間 9月のjUj聞に分け夫 ，々 図 4- a，4-bfζ示

す.又Aと初分電界強度測定値との関係は， 7-8月の

矧!日L9月の期間fC分け，夫々図 5-a， 5-bfζ示

す.縦軸はAを表わし dbで表わす. 又横軸は積分電界

強度測定値を dbで表わす. 図 5-a， 5-bから，パ

ラメータAと積分電界強度測定値との問に，大体直線的

関係が見られる.

測定した全ての尖頭振巾分布について，参照レベjレを

対応する積分電界強度測定値の単位で表わしたなら，全

体の分布から，統計的な意味で何が求められるか，とれ

を示したのが図 6である.すなわち，全体の分布に対
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例を示す.図表の縦事由は毎i抄あたりのパノレス数を対数で

表わし，横布bは参照レベノレをdbで表わす，かような尖頭

振巾分布の測定結果を，凶 3Iζ示す図表fC51く場合，多

くの場合 puJserateカi，大体70から 11ζ読まれる値の

範囲では，分布は負の傾斜をもっ直線を形作る pu)se

rate が大体 l より小さい範囲 ， 従って~~雑音の dyn.

amic rangeにおいて高い参照レベノレI?::対し，分布の傾

斜は負で一層大きく，又浪IJ定される pu)serateのバラ

ツキが目立つζ とである.又参照レベlレの低い範囲で

は，分布は中程度の参照レベノレを越えた処で， [直線形か

ら漸次i泌がり初め傾斜は漸次小さくなる.参照レベノレの

低い端では pu)serateは逆に減少するようになる.

puJse rateの乙のνベノレに起き る減少は，空電雑音包

絡線の重畳の結果である.

分布の負の傾斜をもっ直線部分IC対しては次のような

表式に表わすζ とが出来る.

|浸 3
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図5 Aと依分電界強度測定値との関係
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し，色々3もった参照レベルにおける pulserateの測定

値をフ・ロッ トしたものである. 縦軸は pulserateを採

り毎秒あたりのパルス数の対数で表わし，織的は参照ν

ベノレを積分m界強度の単位で衣わし， 又dbで示す.Iズ1

6から.pulse rateが大体70から lと読まれる他の範

聞では.pulse rateと参照レベノレとのI問に直線的相関

のあることが認められる.従って上』ζ挙げた pulserate 

の範囲IC対し，相関係数，同帰直線を求めた.求めた相

関係数，回帰係数は夫々0.9.-1.196である.又求めた

回帰直線lζ対し.(1)式;の表式を用い得るから，回帰係数

はpIζ相当し，回帰直線が毎秒あたり lパルスの機線を

交る点から.Aの健が求められる.すなわち

p=ー1.196 A=49 
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4c .bω 

ままで. A'ま毎秒あたり lパルスが

超える参照レベルを示し，又積分電

界強度の単位で表わす.従って，回

帰直線の(1)式に悩当する表式lま

ヰ (v)42(2)
49 

主主で，口 は毎秒あたりのパルス

数.V は積分電界強度の単位で表わ

した参照νベルである.

(3) パルス間嶋の分布

パルス!日l阪の分布は，第 2節iζ述

べた装置により測定される.すなわ

らある参照レベルを超える空電雑菌ー包絡線の毎秒あたり

のパルス数，又そのパルスの中で，パルス間隔がある

参照時H~を超える毎秒、あたりのパルス数を測定する.二

つの測定値の比は，与えられた参照レベルを趨える空m
維音包絡線'C対し，与えられた参照時f1JJを紹える，パル

ス間隔の確率を与える， 一分布を求めるには，数段の

奥った参照時間に対し， パルス間隔のF在率が求められ

る.乙れには大体10分詐り時間を要した.又:1-!m雑下?の

dynamic rangeを蔽うよう ， 参照レベノレを幾段かに変

え，犬々のレベノレを超える空電雑音包絡線に対し，パル

スIIlJ隔の分布を求めるには大体40-50分を針した.従っ

て，相当長い時間を貸して測定された幾組かの分布は，

総て同ーの空電雑音電界l乙対し求められたものとJ与えら

れない.実際上，空電の積分電界強度測定値は，かよう

に長い時間の間には騒々著しい変化を示した.関 7-

a. 7-blC夫々一群の分布白線を示す，各詳において

分布曲線は凡て， それらの測定に貸された相当長い時

99 
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95 

80 

50 

10 i 

00.01し一一一一一一・一一一一 一一一一一一
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図 7 (a) パルス間隔分布
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以17 (り) パルス|制隔分布

IIJI，積分電界強度測定値IC変化の比較的少かったとき測

定された例である. I~ の縦!I!iliは確率の Jog Jogを採り ，

X検事fhは時間の対数を係る.もし，空電雑音が純粋に*誤

作為lζ起るなら， パルス出現時刻の間隔は pOlsson分

布を示すから，本iヌほととにその分イjiを引けば， (-1)の

傾斜をもっ直線形を形作る筈である.本報告に述べるパ

ノレス間隔は，パノレスの初めパルスの終りの1111の時fmを測

定したものである.従って，パルス継続時聞がパノレス間

隔に比し無視される場合にのみ，本図表により，空電量1t

t守の出現時刻jの無作為性を判断できる.曲線lζ添加した

数字は， その分布が測定されたときの参照νベノレを db

で示す.図 7-cは，振巾一倍率分布を対数確率紙の|ヌ|

表に示す.示される二つの分布は，図 7-a， 7- blζ 

示されるパルス間隔の分布lζ対応し，夫々の測定時間か

ら比較的近いl時間に測定された分作を示す. 凶 7-cの

横軸は参!照レベノレを dbで表わし，y_縦!I!iliはH寺間率を%

で表わす.上尚の猿111ー確率分布の一つは，午前の積分

電界強度測定値の低かった時間，ス仙の分布は，午後の

w分電界強度の高かった時間lζ夫々ililJ定されたものであ

る.もし，参照レベルが同一に{呆たれるなら，このレベ

ノレをj也える空電雑音包絡線のパjレス間隔分布は，積分電

界強度測定値;ζ対し著しく変動する.肉 7-a，7-b 

!とおいて，防iー参照レベノレの対応する二分布を比s鮫すれ

ば， ζ の乙とは明らかであろう かように，ある参照v

ベノレlζ対し測定されるパルス間隔の測定分布は積分電界

強度測定値の変化との問に関聯が存夜する.又同一参!照

レベノレをJ巴える空電雑汗包絡線の毎秒あたりのパルス数

の変化とのnmc関聯が存{f.するととが分った.主主で，笠

竜雑音包絡線の振巾-6車率分布が，他の処で述べたよう

0.01 
0 20 40 60 db 80 

図 7 (c) 振巾修率分布

に(1)，f点分電界強度測定値の単位の項で表示される乙と

を考えれば，パノレス間隔分布と積分電界強度測定値との

lJ:iiC密接な関聯が存在するであろうと推定される.従っ

て以下，総てのパルス間隔の測定分布と積分電界強度調IJ

7定値との問の統2十的関係について調べる.又当然，個々

の分布のもつ特殊の情報については考慮しない乙とにす

る.

ロ17- a，7-blC示した如く ，各測定分布1111線lζ添

加して，参照レベノレを db/1f/v/mの単位，すなわちア y

テナにおける電界強度の単仰で示している.今，参照レ

ベJレを，分布が測定された時間の積分電界強度測定値の

単行Iで表わすととにしよう. 会ての測定分布は悶 7-

a 7-bの例lζ示す如く， log logの確率対 logの

時間の図表に分布1111線として引いであるから，各分布Ull

線から一定の確率iζ対し，日寺湖と分布l乙添加して示され

る参!照νベノレを読み取る，色々の確率に対し，時間と参

照レベノレの一対の~1é~値を総ての測定分イpから集める .

ζ の傑作は 7-8月の期間 9月の期間に分けて行っ

た.その結果を図 8-1のa，b，c，d，eの各図に

示す.各図のプロットは異った確率iζ対し求めた時間と

参照νベノレの読取値を表わす.各|ヨ去の縦判Iは時r.l1，横

紬は参照レベノレlζ採る.参照νベノレは，上述の通り，W

分電界強度測定値の単位で表わし，又 dbで表わす.r~1 

8一 lのa，b，c，d，eの各図から，一定の確率に

対し， 時間と積分電界強度測定値の単位でまえわした参照

νベノレとの間IC，大体規則的関係があることが分かる.

プロットの分散は，高い参照レベルで目立って来るが，



67 

骨 ~

山ぶ

'0 ~ . . . .句‘.、ー.-.，・
-・- ・"¥.'. 一..ー ー. .目・.. ー- ・・・ .. ， • 

.・. 

.， 
-~ 

... 
岨4・

. -. .・ ー-
‘ ・ . . 

団 主

3・担

τ、
. ~，. '.・，''; ・・・

・ . ・・. ー・.・.'・・-:-.:.，・

，. 
/41 

寸。

.. .. 

ah ・・..... :. :: 
4 守ー-ーす ..γ・・2・・. 四 国

(.IoJ 

" 
... 

咽

. . 
-・. . ・.、.，.冷・.・4同・、・-・ . 。 ω ，. )1) 

/CJ 

，.メ

b 

岬

・2‘

鋪・

... 

抽

.. ， 

.， ，. ，. 
(b' 

-，。
0 
・4

E蚕
O 
li 

ーcJO " 
，. 
(C I 

，. 

10 .， 
“" 

“調。

-τ 

. . . ・ . . 
-・・-・・・.、

・・・ ・ー'.・ .....・・
.・. 

E-

・

・

'
 

・
•. 
••• 
• 

• 
•• • • 

• 

. ， ・.-. . . ・. . 
-白.・

ー 0，，).・
ニaム」一ー-'-よー二一一ー~
.10 () 10 

I~J 

岬

ω J' .. 。
祖司blO 言E.• 

(fi) 

，. .一一回

. 

-・2、師

・1・
。1 /• 

• 

•• 

，
 

•• • • 
• 

• .• •• 

a。

輔k 

パルス1111隔と参照νベノレとの関係

•• ，. 
(el 

、

• 
. . . 
一'0 

同8一 l

0 .. ~ 

パルス継続時間と参照νベノレとの関係

，. 10 ，el 

同8-2

咽



68 

努1
95: 

i
l
l
 

A

H

U

A

H

U

 

《

W

J

n

M

O

3・'1'・4・"'‘

10 100 rns. 1000 

(乱)

0.1 

0.001 
0.1 

内
M
U
ノ
A

A

υ

F

、》

9
3

9
 
90 

80 

50， 

30 

10 

10 100 ms. 1000 

(b) 

同 9 平均のパノレス間隔分布

とれは近距離空電の発生i乙随う puJserateのパラツキ

に対応する.図 8一 lのa，b， C， d， e!e示したよ

うなフ.ロットを用い，参照、レベノレを:m分電界強度測定値

の単位で表わす場合，空寄生1t苦包絡線がうえられた参照

レベノレを超えるときの，パルス|昔l隔分布の平均が求めら

れる.乙の平均分布の誘導は大雑っぱな仕方である.す

なわち図8-1の a，b，c，d，eの各閃から，与え

られた参照レベノレle対しその値K近いフ.ロット lζ対し，

各国の縦軸のスケーノレiとより時計lを読み取り，その平均

値を求める.実際上，図 8一 1の各関K示した以外の確

率lζ対しても類似の図表を求めそれらを用いた.との操

作により与えられた参照レベルlζ対し，時間|と確率との

一対の値が幾組か求められ，これらは平均のパルス間隔

分布を与える筈である.全体の結果は図 9-a，9-b 

の各図に示す.図 9-a，9-bは7月-8月の期間，

9月の期間の測定結果から夫々求められた.図表の縦軸

は log-Jogの確率を探り，又検制iは時間の対数を採る.

又各平均分布曲線』ζ添加して示す数字は，参照νベノレを

積分電界強度測定値の単位で表わし又 dbで示す. 又参

照レベノレは10db毎の分布を示す. 上掲の図表により，

空電雑音包絡線が，核分電界強度測定値lζ対し相対的強

さのu 参照レベノレを超えるとき，パルス間隔分布の全体

的様相が大体窺える訳である.

(4) パルス継続時間分布

パルス継続時間分布の測定は，パルス間隔分布の測定

le殆んど準じ， 1I節に述べた通り，第 l振巾弁別回路の

極性を反転せねばならない.パノレス継続時間が与えられ

た参照時間を超える確率は，三考えている参照レベノレを超

える空電雑音包路線の毎秒、あたりのノミノレス数，又それら

のパルスの中，どれだけが与えた時間より大きいパルス

継続時間を示すか，毎秒、あたりのかようなパルス数を測

定し，両者の比から篠率が求められる.前節でも述べた

ように， 一参照レベノレに対し一分布を求めるのに約 10 

分，又空EI!雑音の dynamicrangeを鋭うよう数段の参

照レベルに対し，数級の分布を測定するのに大体40-50

分を費した.閲10-a，10-b Iと示す通り 2群のパル
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閃10 (a) パノレス継続時間分布
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図10 (b) パノレス継続時間分布
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同10 (c) 振巾E在率分布

ス継続時間分布曲線は，それらの測定時間，積分電界強

度測定値の変化の少かった乙とを示した例である.図表

の縦軸は loglogの確率を採り， 又横軸は logの時間

に採る.各分布曲線fC添加して示される数字は，参照、レ

ベノレを db/1μv/m，すなわちアンテナにおける電界強度

の栄位で示す.図10-cfζ示す振巾ー確率分布は，図10

-a， 10-bのパルス継続時間分布IC対し，夫々近い時

間に測定されたものである.図10-cは対数正規確率紙

69 

とき，測定されるパルス継続時間分布が，空電雑音の積

分電界強度測定値の変化lとより，著しく変劃するとと

は，パノレス間隔分布における場合と同機である.従って

パルス継続時間分布と積分電界強度測定値との問の関車揮

を，統計的な意味で調べてみよう.パルス継続時間の測

定分布は全て，図10-a，10-bfC示す如く ，10g log 

の篠率対 10gの崎、間の図表上Kllll総として引いた，前節

!と述べたと同じ方法lとより，各分布曲線から，与えられ

た確率に対し，時間と各分布の参!照レベノレを読み取る.
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悶11 (乱) 平均のパルス継続時間分布

S.::pt 13 - .. J 

を用いる.又図中矢印の示すレベルは，同一日寺聞に測定 O.ootL一一一 一一ー)F--v-
された積分電界強度測定値を表わす 0.1 1 10 ms. 100 

空電雑音包絡線が一定l乙保たれる参照レベノレを超える 図11 (b) 平均のパルス継続時間分布
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参照レベルはその分イ1iを測定したiRJ・聞の，ヨEE置の引分電

界強度測定値の単位で.&わされる. 7-8月の期間， 9 

月のj切1[1])之々 110，77の測定分布lζ対し，上の説取りを行

った.図 8-2， a， b， C ， d， eの各図IC， 7-8 

月の期間の測定分布から求めた結果を挙げている.各Ixl

表の縦軸は日制fJ，又検事hは参照レベルiζ採る.ままで，参

照レベノレは上述の通り， .h'i分電界強度測定値の時11-'1:で表

わす.各CXIから，時間]と参照レベノレとの間iζは，広い範

|用にわたってー次相闘がある.一定確率を示す紋続時1111

は，参!l現νベノレのl¥'i}J11と共lζ減少を示す.前節lζ述べた

方法により，平均のパj./ス継続時間分布を，fJ'i分電界強

度測定値の単位で衣わした参照Vベノレiζ対し求める ζ と

ができる.得た結果を阿11-a， ll-bの各悶1[.示す.

同11-aは 7-8月の期間，同lI-bは9月の期UlIlC対

し求められた分布を示す.各国表の縦軸は loglogの舵

サ"，又繊柚は logの時間を採る.各分布幽線lζ添加して

示される数'f:は，参照レベノレを積分電界強度の中ート7で表

わしス dbて示す.~照レベル20db間隔の分荷íllli線を示

す.

(5) 二，三のパラメータ聞の関係

')~HHi[ n-包絡線のÄ~IIJ-GI在不分11Îは， lf節でitilべfこ袋

抗により1[[楼測定される.しかし阪司I-Ii{v.フ存分布のう・え

られた参照レベルIC対する時間率は，~電維長f包絡線が

[oilー参照レベルを超える毎秒あたりのパルス数，父それ

らのバルスlζ属するノミ/レス継続時間分布から求められる

宮である.すなわち，パルス継続時間分布の積分1[.より

求められる平均パルス継続時聞に，前述の毎秒、あたりの

パノレス数を鱗けたものは，測定区n[j-秒lζ対し，ヰ~'(IHíl

ff包給線が考えている参照レベノレを超える I~l\分の総平11を

示す.パラメータ|制の上述の関係を調べる問的から， W
分世界強度測定例が相当I正い時聞にわたって，上ヒ，鮫自(Jm'

認を示した去.の一日を選んだ.同12-a は，その11古tfllの

約分電界強度の記録を校7-したものである.在jWII[.，{I't 

分電界強度のスクーノレを示す.又記録の軌跡に添うて，

限付Iー確率分布，尖頭振巾分布，ノミJレス継続時間i分イ[i，

パルスi問陥分11I等のiIllj定された時間を示す.同12-b，

12-c は，只.った時聞に測定された.ノミノレス総統時間の

てっの淑IjÆ分ギIÎ~11線，図12- d は，'JI<った吋!日11ζ測定芯

れた尖頑仮巾のてっの損11定分布1111級，同12-eは，阪11I

一例~)t.~分イ'Iillll料を示す.同12-e IL示すO点と×点l;t，

9"30'" -9"40'"の期間1[，測定した尖頭振rll分イ'fi，10"06'" 

-10竹8mの期間lζ測定したパノレス継続時間分布から，

ス 10"45，n- 11"00'"の期間に測定した尖頭以 111分布，

11"46山 -12"24怖の期間に測定したパルス総統11寺川分.(1;

から， ):々 求められた時!日|ギを示す.~I・ 'ff. lとより求めT

~fψ%が切仰向一
府| 伊'性作""""""唱J ん叫 い吋γ 一一一昨… でごμ四 J 叫イL

'ー"
'''' 
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図12 a 積分電界致度の記録 b.パルス継続時間分布 c 尖頭振巾分布 d.振巾確率分布
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時間半と，測定した仮'''-61直不分布から読まれる1時間中 表示H:l米た.又空電維白ーのft<111-lII必存分布は， 71m維商

とを比校すれば，ス時間的に総れた諸ノミラメータの測定 包絡線の尖頭振rtl分イfi，空屯地行の dynamicrangeを

分布を周いた乙とを考えれば，一致の符!変は十院内のもの J1fiう幾組かの，ノ、ノレス継続時間分イドーから大体求められる

であるとちえられる. 一例を本文IC述べた.

rv. 結 論

今後の問題としては，空m雑ffの仮1IIー確率分イliが，

周波数50KCにおける場合に比し，'fioる性質をもっ周波

r<，例えば 300KC，500KC 等lζ対し，本文lζ述べた諸

o;~ '1{Hir r"'j-は，q電源におけるjj;(，S:~t/~ ，放mJ.riI孔伝 ノミラメータのiHlI，じヰ行う乙とが窄まれろ.

ti:!路特性，ス安t(f.!. ~f多くの凶 fの結合により時11目的iζ変

化し易い ， 側々のパラメータの測定分布は，測定時~IJの

特4干のをm雑 r~í電界の情報を.illiぶので i[(要である . 7 
¥. 謝 辞

8月の期間，近fu~~IL発生.した落震に際して測定され 本研究に対し，絶えず御関心をなせられ，又御自民励下

た ， ノ、ノレス附隔分市の中には，~一大地!改定において起 さった'史屯研究所良金原教段に)./.く感謝します.又 2回

ゐ多，f{以電!C[J7.附すると推定されるMi裂をもった分イ'f;が の観測において， 観測， 観測11M采又本線告の市~uiilを通

数例ある.しかし，側々のfJf椴のili:要性は暫くmき， ζ じ，修めて御熱心に御協力下さった伊藤みつゑ氏lζj宇く
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(1) 尖!羽振巾分イ1;

(2) パルス1m嗣分布

(3) ハJレス然続時1:11分布

で平との川に良いれl股jのイH正することが分った ζれらの

桐関をHIいて，ノミ維っぱ乍ら，平均の分イHを各バラメー

タJζ対し求められ，本文lξ述べた通り ，六式A.txlA的iζ
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